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農業ＩＣＴデータの効果的活用の手順とポイント P 1

モ
デ
ル
事
例

事例１ 土地利用型農業のＩＣＴデータの有効活用の進め方 P13

事例２ 露地野菜のＩＣＴデータの有効活用による収益改善 P20

ヒ
ア
リ
ン
グ
事
例

事例３ データを活用して栽培品目を絞り込み収益向上 P29

事例４ 品質不具合の見える化と秀品率向上 P33

事例５ 当日受注・当日収穫・当日出荷の実現による競争力向上 P37

事例６ 栽培作業計画の自動作成による適期作業の徹底 P41

事例７ 実作業時間の見える化で改善意識を醸成 P45

事例８ 情報・データをリアルタイムに共有して、生産性向上を実現 P49

事例９ 樹木単位のデータ管理でムダを削減して収益向上 P53

事例10 六次産業化における栽培-加工計画の見える化 P57

「農業ＩＣＴデータの効果的活用」事例は、営農管理システムや圃場環境管理
システムなどの、ＩＣＴシステムに入力したデータを効果的に活用し、経営課
題の解決につなげ、成果創出した内容を、まとめています。

①本事業において経営コンサルタントの支援のもと、モデル生産者がデータを
活用して改善に取り組み、成果創出した内容を整理したモデル事例

②ＩＣＴ活用により成果創出している農業生産者のヒアリング事例

について、紹介しています。

本資料は、「平成31年度（西暦2019年度）持続的生産強化対策事業のうち、
生産体制・技術確立支援事業（ＩＣＴ導入効果の分析・情報発信）」において、
株式会社日本能率協会コンサルティング（ＪＭＡＣ）が作成しています。



モデル
事例 ヒアリング事例

事
例
１

事
例
２

事
例
３

事
例
４

事
例
５

事
例
６

事
例
７

事
例
８

事
例
９

事
例
10

課
題
解
決
テ
ー
マ
（
効
果
）

〇 〇 〇 〇 〇

〇

〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

主
な
栽
培
形
態

土地利用型 ◇ ◇ ◇ ◇

露地栽培 ◇ ◇ ◇ ◇

施設栽培 ◇ ◇ ◇

果樹・その他 ◇ ◇

活
動
経
営
体

大規模（ＪＡ全体・地域全体） □ □ □ □ □ □

中小規模農業生産者 □ □ □ □

ＪＡ部会／集団営農

販売単価を向上したい

生産コストを削減したい

情報を共有したい（技術向上・承継）

作業を効率化したい（拡大対応）

情報を共有したい（マネジメント・改善）

収量・品質を向上したい

情報を共有したい（ミス削減）

作業を効率化したい（人件費削減）

事務業務を効率化したい

人材を育成したい































































＜連絡先＞

株式会社 日本能率協会コンサルティング
企画営業本部 寺脇 悟

〒105-0011
東京都港区芝公園 3-1-22
日本能率協会ビル７Ｆ

電話番号 ：03-4531-4316
ＦＡＸ番号 ：03-4531-4301

本資料関する問い合わせ

日本能率協会コンサルティング(JMAC)は
「儲かる農業経営」を応援しています。
『知って得する農業カイゼン』 ホームページ→

https://nogyo-kaizen.maff.go.jp/
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